
第Ⅰ章 駐留軍用地返還予定地と西海岸地域との関係性の整理 

①オーシャンフロント・リゾート形成の視点から見た現状認識 

北谷町、宜野湾市、浦添市にまたがる西海岸地域について、概括的な現状分析は下記の通りとなる。 

・宜野湾市西海岸地域の南側半分は上位計画に位置付けられたコンベンションリゾートゾーンとして展開されている一方、当初、産業育成ゾーンとして想定されていたエリアにおいては、工場・倉庫など

オーシャンフロント・リゾートにはなじまない施設が立地し、利用見通しの立たない状態の仮設避難港が存在している。 

・北谷町西海岸地域は南端の一部区間を除いては、観光リゾートゾーンとしての土地利用が展開されているといえる。 

・浦添市西海岸地域は工業・業務・流通などの利用が中心となっている。西海岸埋立てに関する計画は、現在、浦添市において検討中である。 

 

 

 

図 1.17 オーシャンフロント・リゾート形成の視点から見た現状認識 
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第Ⅰ章 駐留軍用地返還予定地と西海岸地域との関係性の整理 

②土地利用の現況(浦添市～宜野湾市) 

 

 

国立劇場 おきなわ（浦添市） 

 
 
 
 
 
. 
 

沖縄伝統芸能復興を図る事を主な目的として建設され、

周辺には公園も整備されている。 

 

流通・業務混在地域（浦添市） 

 

 

 

 

 

 

 
浦添ふ頭地区は流通関連事務所等が集積している。 

沖縄電力（浦添市） 

 

 

 

 

 

 

 
沖縄電力をはじめとする工業・事務所などの施設が立

地している。 

マリーナ・緑地・船溜り（宜野湾市） 

 

 

 

 

 

 

 
宜野湾港マリーナ周辺地区はコンベンションエリアといったオーシャンフロント・リゾ

ート形成に有効な施設が立地している。 

(宜野湾港マリーナ HP より) 

ビーチ・コンベンション・公園・ホテル（宜野湾市） 

 

 

 

 

 

 

 
沖縄コンベンションセンター周辺にはビーチや多目的広場、ホテルといったオーシャンフロント・リゾート形成に有効な資源が

存在している。また、近隣にはマリーナや大型商業施設、アミューズメント施設も立地している。 

大山湿地帯（宜野湾市） 

 
 
 
 
 
. 

この地域は西海岸地域と普天間飛行場地区の中間に位

置し、緑・水などの自然環境が保全されている。 

 

工業・業務・住混在地域（浦添市） 

 

 

 

 

 

 

 
基盤未整備の住宅地区である。  自動車検査独立行政法人沖縄事務所 

     周辺には事務所・工場がある。 

 

図 1.18 土地利用の現況(浦添市～宜野湾市) 
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第Ⅰ章 駐留軍用地返還予定地と西海岸地域との関係性の整理 

③土地利用の現況(宜野湾市～北谷町) 

 

宜野湾漁港（宜野湾市） 

 

 

 

 

 

 

 
漁港と連携した海産物・農産物販売所がある。 

浜川漁港（北谷町） 

 

 

 

 

 

 

 
漁港と連携した飲食施設がある。 

北谷浄水場（北谷町） 

 

 

 

 

 

 

 
海に面して北谷浄水場がある。 

工業・流通・商業混在（宜野湾市） 

 

 

 

 

 

 

 
この地区周辺には大型商業施設や工場、公共施設と

いった様々な用途が混在している地域である。 

宜野湾浄化センター（宜野湾市） 

 

 

 

 

 

 

 
宜野湾市と北谷町の西海岸地域を分断する形で宜野

湾浄化センター施設が立地している。 

住宅地域（宜野湾市） 

 

 

 

 

 

 

 
過密な、住宅主体の土地地利用がなされている。 

ビーチ・アミューズメント・ホテル・公園・商業・食事（北谷町） 

 

 

 

 

 

 

 
北谷町西海岸地区はビーチやアミューズメント施設、大型商業施設といったリゾート系の様々な用途の建設物が

立地している。 

仮設避難港（宜野湾市） 

 

 

 

 

 

 

 
1972年の埋め立て事業において埋め立て工事用の仮

設港として建設された。現在は遊休状態である。 

図 1.19 土地利用の現況(宜野湾市～北谷町) 
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第Ⅰ章 駐留軍用地返還予定地と西海岸地域との関係性の整理 

④道路交通の現況(宜野湾市～北谷町)  

図 1.20 道路交通の現況(宜野湾市～北谷町) 

宜野湾市 北谷町 

⑧宮城地区 ⑦美浜地区 ⑥北前及び北谷地区 ⑤宜野湾浄化センター地区 

②コンベンションセンター地区 ④宜野湾漁港地区 ③仮設避難港地区 ①宜野湾港マリーナ・港湾緑地地区 

■コンベンション施設があるため、海岸を見るこ
とができない。海岸へのアクセスは距離がある。 

■マリーナの植栽により海岸側が遮蔽され、アクセ
スは出来るがフェンスがあるため近づきにくい。 

■道路より仮設避難港を見ることが出来る。海辺
へのアクセスは悪い。 

■海岸と道路の間に事業所等がある。護岸までアクセ
スできるが天端が高く、海辺へのアクセスは悪い。 

■海岸と道路の間に浄化センターがある。道路か
ら海辺へのアクセスが全くない。 

■海岸と道路の間に住宅や店舗がある。北谷地区
は公園やビーチから海辺へアクセスできる。 

■海岸と道路の間に商業施設がある。商業施設周
辺からは海辺まで距離がある。 

■道路から海は見えないが、海を感じられるオープンな空
間となり、海へのアクセスは良い。 

国道５８号バイパス 国道５８号バイパス 真志喜６０号（市道） 大山４号（市道） 

伊佐１号（市道） 安良波線（町道） 桑江浜川線（町道） 宮城２号線（町道） 

トロピカルビーチ 

アラハビーチ 

宜野湾漁港 

サンセットビーチ 

浜川漁港 

宜野湾港マリーナ 

宜野湾～北谷海岸再整備基本構想(案)策定業務（2004(平成 16)年 2月 沖縄県土木建築部河川課）を更新 
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第Ⅰ章 駐留軍用地返還予定地と西海岸地域との関係性の整理 

⑤海岸整備現況及び海岸線景観現況(宜野湾市) 

■ 宜野湾市

図 1.21 海岸整備現況及び海岸線景観現況(宜野湾市) 

②トロピカルビーチ ③コンベンションセンター裏の護岸 ①宜野湾港港湾緑地護岸 

⑦浄化センター北側の護岸 ⑥新宜野湾浄化センター護岸 ⑤宜野湾漁港から北側の護岸 

■直立消波護岸の要所に階段工やテラス等
が配置され、親水性がある。 ■突堤と養浜工でビーチとして整備され利用者も多いが、マリーナ側と

ビーチ側が擁壁と柵により分断され、一体的となった整備がされてい
ない。また、マリーナ側は消波ブロックが景観阻害要因となっている。 

■消波工付き直立護岸が続き、海辺へアクセスできない。
消波ブロックが煩雑で景観阻害要因となっている。 

■法面に被覆石を据え付け、整備中の防波堤。 

■離岸堤と直立護岸が続く。護岸天端が高く、
アクセス性が悪いうえ、消波ブロックが煩雑
で景観阻害要因となっている。 

■整備中の宜野湾浄化センターの石積緩傾斜護岸。北谷町美浜や宮城
海岸の海岸線が見渡せ、開放感があり景観は良い。 

■離岸堤と直立護岸が続き、アクセス性が悪いうえ、
消波ブロックが煩雑で景観阻害要因となっている。 

宜野湾市 
北谷町 
 

④仮設避難港の防波堤 

トロピカルビーチ 

宜野湾漁港 

宜野湾港マリーナ 

宜野湾～北谷海岸再整備基本構想(案)策定業務（2004(平成 16)年 2月 沖縄県土木建築部河川課）を更新 

※一般歩行者の立ち入りができない。 
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第Ⅰ章 駐留軍用地返還予定地と西海岸地域との関係性の整理 

⑥海岸整備現況及び海岸線景観現況 

■ 北谷町

図 1.22 海岸整備現況及び海岸線景観現況(北谷町) 

宜野湾市 

北谷町 

■アラハ公園南側の石積緩傾斜護岸。養浜工はされてい
ない。前面にアラファヌシーを見ることができる。 

■突堤と養浜工でビーチ整備され、要所に階段やスロープが
配置されている。天端が低く開放感があり、景観は良い。 

■石積緩傾斜護岸に階段工あり、親水護岸となっ
ている。天端が低く開放感はあるが、コンクリ
ートの階段護岸は無機質なイメージを与える。 

■突堤と養浜工でビーチ整備されている。突
提がビーチを囲い込むように整備され、閉
塞感があり、景観は他のビーチに比べ劣る。 

■消波工付き直立護岸が続いている。アクセス性
が悪く、消波ブロックが煩雑で景観阻害要因と
なっている。また、背後公園との間にフェンス
があり一体的な整備となっていない。 

■石積傾斜護岸が続く。水叩きはプロムナー
ド整備され、要所にベンチ等がある。天端
が低く開放感があり景観は良い。 

■消波工付き直立護岸があり、要所にテラス式の突堤がある。
消波ブロックが巨大で圧迫感があり、景観は良くない。 

■消波工付き直立護岸が続く。水叩きがプ
ロムナード整備されている。消波ブロッ
クが煩雑で景観阻害要因となっている。 

⑨アラハビーチ ⑩北谷海岸の護岸 ⑧安良波公園南側の護岸 

⑮宮城海岸プロムナード沿いの護岸 ⑬宮城海岸港区の南護岸 

⑪北谷公園の護岸 

⑫サンセットビーチ 

▲アラファヌシー 

アラハビーチ 

サンセットビーチ 

浜川漁港 

⑭宮城海岸港区の西護岸 

宜野湾～北谷海岸再整備基本構想(案)策定業務（2004(平成 16)年 2月 沖縄県土木建築部河川課）を更新 
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